
百 三 し弐?と虫
三 IiE I欄|松 l四l中 |三|犬 1:=I安 |澗|校|竹 !呆!本|鈴|三 !韮 /I れて の が卵
柿 |瀬 |重 |原|宗|央 |城[村|浦|淵 |重 l開 !ケ |村|庁|悶|澗防 /I かお と 、検

1 1 1 1刊 1 1 1 1小 1# 1グ|グ|原 1グ|グ 1IJ 1地所!F;71忠ら りお保査
lグ!グ IIJ Iグ|川グ|グ I~~ I /， I立 I'/ I口問問大 IV I区 I/ぽ| 苛 新 ま わ 有た
i '/ 1 '/ 1 '/ 1 '/ 1 -， 1 '/ 1 " 1学|荒|繭|野 |川町:佐|内|日 1/ I生鮮す の 者 実

佼 1 I I I 1 1 I I枚 |剖 |会 l缶 l南 |ば|古|倉|泊 11分l，h k 。i誌 の 施
一 II |lγυ リl1..... ， 'T 一一t一~劃llt !什~IトI~I悶虫 野 葎般し

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1一1 ~一 1 1 I 1 1 1人検判I~卵P 茶 を呪ま

引 三引|四叫|六刈l問削|四叫|こ斗|ニ斗|四貯|九川|四引|三判l四叫|一斗|三引|八刈|三判l六刈|四叫l八川1 7.川bパ|八川|貝査孔| 検 を←主竺と
Jj 

五 1 1 1-1 1-1 _1 1 _1-1_1 1 1 1;=:1-:1._1 1 1 1_1_1一l叫 尿掃 ょにわ
~I~I 面 | 言|六| こ にい l毛 | 完 | δl 二|九|四 I~I 三|え j ;Ju I :n: 1 二 | 云 12iZ14 成を法うしま
訂五i訂 王了寸 玉ナ百一計I計百百官ナ古市 i四 i=iET二ーにT-=-可j'l~ 'I弔問 |繍肥 の o てす

l九 1=1三 |四 1olー10J二 |三宍 |六|二 。 |壬|七 1013 I ~ I 五 ! o J e5 1%19fll帆料 規予。

~E r~ ]-[I=T:- I三 -I-~- I~'-I I1三~I; r: 1~- I]~-I ~同誌;;
Z-1 '-1二日三日五円=1二11 二百二 l二 | 三|大|三:T，~FEElEl S 222 
と 休 波生いもそ不そ?と調費らおすの協の社 よ?といそく入 野ん な死て三 し で 夏 月
お 験 ぐ しど周切 幸 の 0 漣肥 こ りが成力た会 両 う し 、 れ し の 茶 刷 、 滅 う 主 腐 ) 期 ま
り談またんせ断に行 動 身千、、果に め福 中 oてででま休に の ミしす に熟はハで

居ZTZ票ぞ品主去 実路公日21;品宮 村手 !afi雲宅2つ中器35Z3二見区
致表も久ら 社 害雨 ー 施 害 まこ も け、 皆向 久嗣;険調ばは で て 妥 に が 寄 て て月か 毛

主22342妥で? 三喜五三第二守票モ 震予足 ;型空議率 先42主42旨湾2i1
てまれをTEUZ詰ZZZ218皇室:?;主三重一江じばてZZ22
まく 刺 し前 議 ムま曜ム おで種手休 ゐ ¥}  舘移 育 白 ) 立 市
す冗査た 号 に世。堂場 で 〉 日 勧 多 の 雨験?の片 i 用付な し転霊かは図内敬

o ~禦広本 出論 | 所 午時め数作是談 6 口 f の iドおまし員ら、書玖委

dii;tZJilliii間ii 童話官官ii;持
R閥、 川、 だは|務等ら日るれ子時 生員舘跡か階。二 室路~~
課い提 世し さ早 !所学五ハ よる、 K 会 には ら Ff行十併の下
) し山 論 ま い め ) 校 時木 うの各雨 〉 使 大 開に敬八設市へ

制費 遇生問米ロカ悶 p 業 A お 課 領 て が を を 知 食 品 行 菓 製 魚
格 者 帳産 給 。 を 月月 ..t し営登吃お限 札 ム 知 に で い で 受 す 事 品 取 商 注 品 介 品 . 

ででで世対が限ーか 'D Iて 業鎌登りり は l百ら層至まきけまに 取扱を E 、 、 ミ~ ~ト
す価受帯 象 j博 度 人ら ち I~、 者し鎌まで 、和せ出 念す在役 し 届締経営の氷鯨 永 ぞき

(。格西日用は配と 当 十 五|るはてしす無三三しら、のいけて世保者も販菓肉 革 品
市 はしの、ぎしり月方丈|方、くたか効月十まれ市でこれ鍛 の 仰jは う売 子 、 雪 占

同 現て主消れて ー ま グ |も前だ方らと 三年 する保、とば 札 J二匹、と 、、魚 T ~ 
課 行い 食費 ま今、 で 身 寄 | 、 か さ も 前 在十度。よ険共に、 の 、よ畏す並冷肉 l.r. τ品
、J 問る眺tU:す も五、 ，- 新らい更年つーの う街のな営交登り崎るび (ikね ~ 司凡

給泊入帯。ちキー配 し営 。新 度て 日鐙 J、生要つ業付録県県食 K れ る 蒜
一一一一一 一) 訂版担疋

38iif謀議i合弁当41i市iiij;;ぞliiTJli誌
の五最のしつ成。欲で 員い 課詳。資渡 入せ に時 者国 三 協 フ |師 方 ，l:t へ|長操月
働才低者てては があ O I'L細 格航園ん〆募 をコ十 会 、や !のも て |場
き以 努を年梼三旺る 四 問じ な で許後切集募 1一連毎 ν|健す く !吾日
手 上 働世令成親盛三 百 合つ rき可 引つで集ヒ 年合 月ノν|康ぺ だ |開 か
)五能帯五し等 でと ill: せい はまが受て、 し l度 会 2-0~ 1診て き |から
三十力主 十 、 以 あ。 帯てて 共ずあが、毎て 圏三三 日雇|町営 い | れ 九

主主 _ ~ I た日
(刊さ⑤ ① A ③ ⑦ ⑨ ⑤ ③ ま伝こ| い添書| 県ま
賃お努新し乃 は 雇就上一携在的 犯る但 目プい左恩 主肉強世三人でど里|すのも花d. 0 え、| 肋?

金り 働 す契至毅傭努用万行い行罪 こ し的ラ 之 の 想。体健帯と以 ι 移|。前 のぴ 未 て登| 最¥

52治組理問日常??it誌が銭安4to古品定!長官官官撃|訪
1る基 と聞 で 限の き至 と。 しの 渡航国 信 で 陥 っ す 世 募 l険処 五商 食 し数|制中

。準が浦あ慨契 る三 し た他航すに 奉極 の凋 ぺ 帯 集 |街ぜ千子品 て料| 中学
は で了るね約 三万て こ 反 はる永者右 左気て で l生ら円器時 く、百| の 佼

型 計百是認七百官 hE存222425誌を き科会71E21 ぜ にぎわった県政展

イ事 車水事前日出 の 火日才号氏烏 之 市 火 方ま{韮 3ばしで此利の引111油グ
写遠野部会連市しをだ自 '--'i吋 は 好 i均内だ 1はすかえ二ま、の IH味煮 らつル 可 の (でル 二 千し

(5月上旬号)(第102号)りよ1:. 政市村大(旬刊)昭和 31隼 5月1日(一)

づ

括 行 所

長崎偶大村市250番地

大 村 市役所

宇包括 (代表)750容

印刷所 つじ印刷所

惟界平和・人類幅削:の?ごめ に

でがこ謝す 所 に 赤 御皆現 「官
舎よ の 時五三臨ま十協 段 在 Q 
まり 赤 l:.!:し?と 宇 力 の ま r- ¥i 、
すよ十けをて国が K 伺で b 
よく字ま 深 お 内 国 k理 市 角 材
う間運 すく り，'1'0I際つ解 民 FJ .J.司

、動動。感 まに Ij~J てと の I 1'1え

ハ程 祉世 員皆 ロ γ 
し赤る明 日御運界と t，E ) 土、
ま+たる 赤 願 動 οiJ:i~ ，.. ノ

し牢めい 大い の 平っ f~ 31 け
よ紅一社村申 た 和 て な 日 ま
う員戸曾言霊よ品川み し
。にーを 会ま協類だ 十 ト

加入つ'-" す 力 のき字 4 
入はく 。の福 、吐 フ

野
菜
は
熱
湯
に
油
し
て
か
ら

釘
%
が
寄
生
虫
保
有
者

図
書
舘
は
移
縛

1 __ 一一 百12 I 
大

村

lJ 

四
大
村

グ

合|詑 |郡
i料

ググ

計

(
平
均
)

こ
の
市
政
古
よ
り
は
五
月
一
日
に
市
民
課
か
ら
送
付
し
ま
仁
大



~""'"一日""1神 百の揮しの絡靖 す誠 つ?と管肘.てま 日忠難 ut りれ月靖
忠霊塔て慰霊祭 1~三五，. ~ 吃九でよた悶 i俄関。佐陀 0 す自開た K 縫吃のまて九園

芸 古町婦人曾て清掃奉仕 II士Eij!?大42吟叫 5323時計三号ド221
ハ行季 県 ら午 は会殉 1~回目 5 ~ 1諸万攻 政 幸事機の 現同 奉と こ 管戦支配ら永 八 の は
上し慰忠 = 前四 大 国 I~まか白~I祭 柱 犬きい情 左京1tr 献胞 替 に れそ P し奉れ六 十上 i閃
υ 、控室室城十月村慰 I!てら")!Il義の鞍れ種がし持 で の 譲在争離契 十賛?で年 余 K 治
押た祭塔 つー 十 支 鮭 はミZ.，i|も令にま々あて経 あ 崇 持り 維れ機が し幾以 年制 二
号村?で長時六部 奉I{市日 ~I 滞侃よしのわ幾営 わ敬 はま 持、止、て 多降 肥立年
与市執春崎か日で 賛 I~少旦~Iわ祭るた 制ま 多ば ま の ー し経紳し党今 の国 なき六

吉d率丙扇蚕百五百I~年 g ~I 話ーまを-今ま合百五L 川、て いそ永腕ィ語子n :oττ;画面
宍謹 f士清人を。、の I~育民童~I人 し募同 し大月上ま左の「奉 111:し戦時るの止し け 放く
下 奉が掃拾 前 在捜遺 |iJZZZ冨~Iが?と集靖?と村九 の す念某国 高 陀た災設持遣共奉、各執
と賛会 に 数に お 花族I~成護市田~I勧のす国 o支日 他 。願礎民す 亘紳をを遇族に費合付わ
参 会 つー名 古、 の五 日運 而t~ I募でる紳 部靖旨 す をの るり域う 繋在、 、 の 市~ I'C行

231ZE言祝I~語通 l lt ~ r装組EZ警恥首長間流言信託込
霊支(の競 区 つを 名 I~ -問rこ 地 に賛 成 ht[り の 致」さ の 旧 焼 、関背よ去を在的
令部殉句1塔有慰1:.出が '~ ，-. ~主区 在 会 致奉去 でし主わ 忠し、併す にわ WJ日月く欣
云)国持境志謹め参 ~~ Kifl: り員 し賛る あ fニしし箆て荒せる対 委 すか 差を

二 l五|官 111 ぞ国々郷の紳士E
十|十|弓|奉|会 l れ Rで友肉のつ
万|万|伯|費 1_1 深陀あ‘執総て
同|同!日|金 |貝 | い主り問、てお

212121品 1郡|奉 震ZJM2
別|替を つあ、?とえ
I~ 有 皆てつ知 L' 0 

1 ¥ ~ I ~ I ~ I ~ I (~ I ~ I I~ Iι柔穀司参1官|向問|同|同|問同 11 内 f字Ft脅皆I~ I まれ 々方、 tもb祭
股列乙祭1-I昌 ー一一

"Y"/ J I '-./ '#~ I

拝 |見 表 な 上 皆 事 胞 す
|に の おう 様 仕 こ の

取 | 主、おじをぞで

I tt ぉ 会 閥 御 致 つ
扱 l占り 員 い協 して三

， 一一I9 での中賛?と意三

Ir'l\~ I ~I~H に |る あ待 1-:1，く恥
同 i 同 I ~I 同|同|同 I ;; I拶 1，....1 め過け?と市深国

I IHJ I f! I 
，"J I I"J I I '~J I種 I~ I 待 |

I I ~: I I I I ~ I祇 11"TI待 ま川ま花開い R
I -- 1

ス一一十十三寸育I I ;~ りりす日空中
孟|阿|同 1;;I別 I I~ ハ勝b.o):.大

一| I 
n 

I向|笠 II 時崎市1)支お利

1_ ，~) 1 1 l

一

ζ:1
主 I I 雪32妥部 b汁

I C I三!こ|型I~ Iつじわ寸記 Iil& I 榊 一 部 長。支

I I詰同l福岡|母伺特〓福岡|由同!種問問副会 ¥--¥ 会枇 、長 部

1 I'~ 1:: I"~卜 ìF I :~ 1::卜百tl117> 1 I 大奉加1: 大 枚
嘉手辰石嘉荷下一ー京一万一薪一面一 寸 一一| 村 賛 江 森 村 員
所定し簿敬芳| 掲参綬芳 | 主主 | 支 武閥系唱 は
にω新に者名| 額 集予名 12 1 昔I~ 作毅 扶
之参設記芳を :t'断定を | 拙 l u 、

の

当 て案成織団る村農大待意中除ま新もち主主主下
こかう祇し準に山を湿なそ る、をし、体 わ イ 林 き す と 竪 き 予 農あが休たがり
きり在 陀 て を よ 漁あ動る Lこ か基?と部を付 く漁いる旺青、三村った 性 農少止
をと適や、基る民く二堵てとつにそ 搭は で わ業、主盛封士特れ建 ?と いや山〈い
目き正つ国本遁のまと産己 忙 、しれ組 Uあの 地そこな年にら設 のと 、漁在づ
標イ経て際的地自てと還のしそて ι台 める計域こる推の農 の にでい創村か形
にき皆ゆ競な遁由排ま動運ての計 i及、が画にでが進新山欠おこう意!'-':?を
しあ をけ争方撞な しるや動 い実商のど育 、を新 油非 力鮮漁 陥いんう の 自 ?とと
てけしるを針の意、こ精は る行 を計 が年 関立し当常 にな村 をて E ら裏身しる
い るつ よ 立 と推志農と神単 O I'L立回 作 組係ていなに期創の よ棋はのみ 打 の 、三

主 K さ る .~.
__ 

I'C県はさ果し目イか棋 を食 幹で三で局か家、め よ ほ方 政危イ
考上す κあ 樹新まや か忙を て 標きりと高樋を今ときはる経 で うな針策合く三ろ
える るは新立農?と国る註あ金をあ安、め の な後も在食こ済い吃 く にか の り'
て地お、 し とヰすね の こ る け休どけ定爵る 総 す の あい樋 との く食、転ら主の
い域 主良い 実 建ば 十と 。る的 の て し家 主合も農りと増吃!日止精?と換特要計
るをそ林計怯き~在分はこか K よい?と緩 い的 の 業うい虐 1'J上か増ピ す 産食両
。そ全漁回 um

品三 ら在市の 左大う くも 済 う及は 政るうもら安え虚戦る物粗 は
地の国業を 日Iなろ町調いき陀二 の を国目、策 。上十予定つ一時三嘆 の
域対丘を立 欝い指村手/lう在調つにし策給国のそう分、をて点中と励培米
と象 千主て の 。 場 、 を こ 効 和 の き っ の度民 根こなに結は農張 の で の 産 委

計 三別 の業で実漁杓の友 てくきー諸は るこ新定意農 事べき いか或ろだゃい

国 協農 t助 「のあ行業主事ら計りる 定保対わ の農の 尾山がきいわ の は 農は大う

主議山022かはほと習量f器?能書道展開42霊長居持32z
て会 漁 業利止三 るが地少 。定要在内 慎域

(二)

一
向
一
問
奉
賛
会
の
安
部
や
結
成

会
員
勧
募
仁
協
力
〈
だ
さ
い

昭和 31年 5月1a (旬刊}りよt:: 政市村大(第102号)

大
村
ボ

1
3

ずぜ分区を称名の員会

百

回

以

上

備

考一
、
会
貝
に
は
新
設
並
び
に
復
旧
予
舟

O
附
属
諸
施
設
利
用

ω
便
宜
を
提
供
す
る

ご
、
会
員
の
同
伴
家
族
は
会
員
に
準
じ
て
取
扱
わ
れ
る

一一一、

来
賛
会
奉
告
祭
参
列
案
内
肢
は
祭
典
日
取
決
定
。
際
選
付
ナ
る

四
、
靖
国
神
批
来
賛
会
会
員
名
前
は
す
べ
て
靖
国
神
尉
崇
敬
者
芳
名
簿
に
自
制
し

永
遠
に
之
生
保
存
す

新
し
い
農
山
漁
村
の
建
設
①

青
壮
年
の
旺
盛
な
推
進
力
に
期
待

農
林
省
ヴ
は
農
山
漁
民
の
経
済
安
定
、
生
活
の
向

K
を
は
か
わ
、
我
が
国

の

経
済
を
確
立
す
る
た
め
、
新
農
村
建
設
計
画
を
樹
立
、
三
れ
を
五
カ
年
計
一闘

で
実
施
す
る
之
主
に
な
っ
た
。
三
れ
は
従
来
の
天
下
り
的
在
方
法
で
な
く
、

鳥
山
漁
民
の
自
主
性
げ
に
基
イ

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
施
に
当

っ
て
聞
は
税
制
的
に
摂
助
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
大
専
は
攻

の
と
お
り

で

あ

る

。

ハ

経

済

課
V

政
府
施
策
の
趣
旨
ご
構
想

が
世
界
の
農
林
水
産
業
k

一
十
分
太
刀
打
も
し
て
、
負

一

日
本

は
ア
ジ
ア
の

工
業
国
一

き

左

い

。

一

川

町

?

に

や

っ

て

ゆ

り

る
よ
一

-rさ
い
わ
れ
て
い
る
が
、一

し
か
し
、
日
本

の
農
林
漁
一

う
た
強
い
も

の
に
す
る
た
一

わ
が
国

の
人
口

の
約
半
数
一
業
は
規
模
が
小

3
く
、
過
一
め
、
新
農
村
建
設
の
対
策
一

日
農
山
漁
民
で
・
円
め
ら
れ

一利
人

口
を
抱
え
、
そ

の
基
一
を
重
点
施
策
と
し
て
主
り
一

て
お
わ
、

し
た
が
っ
て
こ

一礎
悦
非
常
児
弱
い
、
そ
し
一
あ
け
た

の
が
之

の
計
画
で
一

れ
ら
の
人
達

の
経
慌

の
安
一
て
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
ゆ
一
あ
る
υ

も
つ

主
も
、
三
れ
一

定
と、

生
前
の
向
上
な
く
一
く
陀

ば
多
く
の
間
離
な
問
一
ま
で
も
し
ば

f-h農
山
漁

し
て
は
白
水
経
済
の
発
展
一
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
一

村
振
興
の
対
策
が
諦
ぜ
ら

5
月
2
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水

害

封

策

に

万

全

大

村

に

雨

量

通

報

所

一克
海
軍
航
空
廠
川
柳
森
闘

郷
一
、
六

O
九
す
在
わ

も
入
国
管
理
庁
と
凶
大

村
農
協
澱
粉
工
場
ic
の

中
間
K
敷
地
約
二
一

0
0

坪
を
、
策
象
K
対

L
て

大
変
理
解
を
持
た
れ
る

市
長
、
幹
部
、
市
民
の

皆
援
方
の
御
支
援
を
得

て
拝
借
し
、
長
崎
海
洋

気
象
台
大
村
雨
量
拘
報

所
が
新
設
さ
れ
着

々
と

そ
の
任
務
達
成
陀
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

三
の
通
報
所
が
乙
と
に

設
置
さ
れ
た

の
は、

第

一
K
気
象
の
災
害
、
特

に
水
害
児
対
し
て
で
あ

り
ま
す
。
水
県
吃
お
い

て
も
北
松

の
地
と
わ
，
、

本
名
川

の
増
水
友
ど
水

害

が
大
き
く
、
ま
た
一

歩
進
め
て
の
利
用
、
と
一式

う
点

K
お
い
て
も
、
い

ろ
/
¥
h
k
県

の
方
で
研

究
を
軍
一ね
て
お
ら
れ
る

大
村
市
の
郡
川
に
つ

い

て
も
同
様
止
存
じ
ま
す

こ
の
大
村
雨
量
通
報
所

は
、
水
害
気
象
災
害
予

防

の
目
的
と
長
崎
県

の

ほ
伝
中
心
陀
位
す
る
土

地
ー
と
し
て、

気
象
の
資

料
、
現
在
は
主
と
し
て

雨
最
1
ζ

気
山
川
、
に
け
で
あ

り
ま
す
が
、
費
料
h
f
集

め
、
ま
た
自
ら
乙
の
大

村
の
費
料
を
捜
し
て
行

く
事
が
で
き
る
の
で
あ

め
ま
す
。

第
二
肥
大
村
に
週
報
所

を
造
っ
ち
ん
理
由
は
無
線

ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
計

の
通

報
所
止
し
て
最
適

の
地

で
あ
め
ま
す
。
無
線

ロ

ボ
ッ
ト
雨
量
計
と
い
う

の
は
雨
量
を
毎
時
無
線

電
波
で
通
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
主
い
う
最
近

の

ロ
ボ
ッ
ト
機
械
で
あ

っ
て
、
五
ケ
原
岳
こ
角

さ
一

O
五
七
米
》
?
と
北

松
浦
郡
の
園
児
山
ハ
高

さ
七
七
六
米
ゾ
の
二
地

点
吃
設
置
し
て
る
り
ま

す
。
こ

の
二

カ
所
か
ら

雨
鳥取
を
無
線
電
信
を
用

い
て
、
自
動
的
に
毎
時

知
ら
し
て
参
り
ま
す
の

を
こ
の
大
村
通
報
所
で

受
け
て
、
三
れ
を
無
線

電
話
で
長
崎
海
洋
無
象

台
に
通
報
す
る
の

で
あ

り
ま
す
。

つ
ま
り
大
付
雨
量
通
報

所
は
、
各
河
川

D
上
流

源
心
不
便
在
地
点
の
雨

涜
主
疋
確
に
、
し
か
も

速
刻
に
明
り
海
洋
気
集

合
に
通
報
す
る
役
目
を

持
っ
て

お
る
の
で
あ
っ

て
、
之
の
荷
m
械
が
も
と

と
な
っ
て
注
意
報
.
普

報
或
い
は
研
究
の
費
料

T
C

な
る
の

で
あ
り
ま
す

乙
心
三
止
は
産
業
振
展

の
途
主
に
あ
る
大
村
市

殊
吃
発
一電
所
、
水
謹
業

農
業
、
澱
粉
製
池
、

林

業
左

E
総
べ
て
策
象
を

利
用
し
て
戴
り
る
も
の

さ
確
信
し
ま
す
。

通
報
所
仕
今
年
の

一
月

一
日
か
ら
観
測
を
開
始

し
、
日
未
だ
潟
い
の
で

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
の
絡
穴
在
御
按
助

に
よ
っ
て
皆
犠
へ
の
無

象
サ

ー
ビ

ス
機
関
止
な

る
こ
と
を
念
闘
し
て
い

ま
す
。

何
さ
ぞ
御
理
解
あ
る
市

R
皆
様
の
御
指
導
医
よ

め
ま
し
て
、
目
的
連
成

に
遇
進
し
た
い
?
と
思
っ

て
い
ま
す
c

長
崎
海
洋
気
象
台
長

藤

井

義

之

大
村
附
量
涌
報
所
長

桧

崎

龍

己

五
月
、
令
お
朱
配
給

内

地

米

十

臼

指
定
外
米
一
日

計

十

一

日

希
望
配
給
亙
日

普

辿
外

米
は
一

人

当
h
J
五
キ
ロ
以
内

を
附
給
。
も
ち
米

は

一
人
当
り
一
、

五
キ
ロ
以
内
特
配


